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6 水田面）がつくられた。この水田面からは、5 世紀から 12 世
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それは二〇一三年九月一六日の朝でした。何気ない気持ちでテレ
ビを点けた私の目に、衝撃的な映像が飛び込んできました。京都観光の名所渡月橋が水に浸かっている…。台風による大雨の影響で桂川が増水、水は堤防を乗り越え住宅地にも被害を及ぼしました。この災害の 景は、今まであま 見たことの い光景として私たち記憶に強烈な印象を残しています。ところが、桂川の氾濫は稀なことではないということ 中世の史料は語っています。桂川の氾濫、それは中世ではよく見る光景だったので 先の災害は、図らずも私たちに「 」の光景を見せてくれ 災害であった、とも言えるでしょう。
紹介が遅れましたが、私は早稲田大学大学院文学研究科の博士後
期課程に所属し、中世の荘園・村落、とりわけ荘園・村落の実情や変遷に注目し、史料や現地調査から得た知見など 踏 えて研究を進めています。 私が所属する中世史グループは個々の研究のほかに、東寺領山城国上下久世荘（上久世荘・下久世荘）を共同研究課題としています。上下久世荘は現在の京都市南区 あ りに位置していた荘園で（JR
桂川駅から東に徒歩五分ほど） 、室町幕府初代将
軍足利尊氏によって東寺八幡宮に寄進された荘園 す。寄進された上下久世荘は、 「鎮守八幡宮方」という鎮守八幡宮 運営を行なう僧侶の集団によって支配・管理されます。鎮守八幡宮方では定期的に評定（会議）が開かれ、その記録は「引付」 （ 「鎮守八幡宮供僧評定引付」 ）として約百年分が に伝わっています。先日 界記憶遺産に「東寺百合文書」が選定され したが、 「引付」もそのに含まれています。また、上下久世荘から到来した年貢の内容や現地の荘官・百姓たちからの書状など、 「東寺百合文書」 は多くの上下久世 関連の史料が残っています。
中世史グループとしてまず行なったことは、約二万五〇〇〇通
の「東寺百号文書」の中から上下久世荘関連史料を集め さらキーワード（災害関連語彙）を設定し目録を作成 るという作業です。現在、八割ほど史料蒐集が完了しています。上下久世荘は 戦
後の荘園史研究における代表的フィールド 一つです。そのため多くの先行研










ろん下久世荘も）襲い、荘民たちは強訴と う手段で東寺に損免要求を行ないます。先行研究では、五月二〇日以降 発生した洪水が深刻なものであったため、荘民たちは強訴に及ぶ損免要求を実行した、と理解されて しかし上下久世荘 史料蒐集から、強訴を行なうほどの損免要求の要因はその洪水のみではない、ということがわかってきました。
時は少し遡り永享二年九月、台風が上久世荘を襲い洪水が発生し
ます。荘民たちは損免要求を行なうことはもちろんのこと 翌三年の春先には壊れ 用水路を修復するための井料を東寺に要求します。ところがその年にも洪水が発生し、再度用水路を修復する必要に迫られ、東寺 井料下行を要求し修復 しかし、その努力をあざ笑うかのように翌四年正月にも大洪水が発生 るなど、上久世荘では永享二年から四年にかけて毎年 し、その都度用水路の修復が必要な状況に追い込まれ いまし 。永享五年以降になりますと、今度は炎
えんかん
旱が上久世荘を襲います。永享五年
は「江河枯渇」と表現されるほどの炎旱で、 六 以降も炎旱は続いたらしく、 引水するための新たな用水路を掘っている姿 「引付」には記されています。そのときも荘民たちは井料を東寺に要求しています。これ のことから、井料下行要求には、①洪水などの水害、②炎旱などの干害、と う二つの異なる要因があったことがわかり
ます。そして、ここまで述べてきましたように、永享二年から四年にかけては洪水が 同五年からは炎旱が上久世荘を襲っており、当時上久世荘は極端な気候条件下に置かれていたとい ことがわかってきました。そのよう 状況下の永享九年、大洪水が上久世荘を襲い、荘民たちは強訴とい 切迫した行動をとったのです。
このような気候条件下に置かれていた、ということは古気候デー
タによってしっかりと裏づけることができます。永享九年 強訴に及ぶ損免要求は 発端はその年の洪水だとしても、背景には永享二年から続く厳しい気候条件下に現地が置かれ いたという状況があり、その積年の疲弊が強訴として現われたと推測できます。
簡単に事例を紹介しましたが、このような検討は古気候データが
あってはじめて可能となります。永享二、 三年や同九年の記事は史料によく見えるのですが、それ以外の年はどのような気候条件のもとに置かれていたのか、史料には見えません。史料が欠 る部分を古気候データで補うことで、新たな「歴史」を明らかにできる可能性 本プロジェクトは秘めていると思います。
もちろん、歴史の背景には気候だけでなくさまざまな政治的・社












2016 年 3 月 24 日に、総合地球環境学研究所講演室にて、古
気候学研究の第一人者である Raymond S. Bradley 教授（米
国マサチューセッツ大学気候システム研究センター所長）が、

































































Raymond S. Bradley 教授講演
5活動紹介





































































































































































































































































































































































































































































飢饉というもののリアルな感覚を持ちたか た。住んでいる近くにも何箇所かあるが、津軽で餓死者を葬ったイコク穴 前に立ち、あるいは遊歴文人・菅江真澄が描く死者供養 無縁車を路傍に見つけたときなどは、時空を超えてそこ いるような感覚 なっ
こうして飢饉史研究がスタートしたが、報告書では飢人の施行小屋について書くのが精一杯だった。
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2016 年 6 月 1 日より、プロジェクト研究
推進支援員として手島美香さんが加わりま
した。集落遺跡に関する既存研究報告の収
集のほか、各研究の支援業務を担当します。
趣味は歌舞伎鑑賞。近年、島に行くことに
ハマっています。
